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1．はじめに

ຊ۠ߍ͸ߴদࢢͷೆ෦ʹҐஔ͠ɺ্ྛொɺྛொɺ࿡৚ொΑΓ੒͍ͬͯΔɻ͔ͭͯ͸མͪண͍ͨాԂ෩ܠͷݟΒΕΔࣗવ
๛͔ͳ஍ҬͰ͕͋ͬͨɺࠓ΍ॴʑʹͦͷ࢟ΛཹΊΔʹա͗ͳ͍ɻೆ෦ͷۭߓ੻஍ʹ͸ɺཱݝਤॻؗΛ͸͡Ίɺٕۀ޻ज़ݚ
఺ͱͯ͠ʮ߳઒ΠϯςϦδΣϯτύʔڌ߹෦౳ɺٕज़ɾ৘報ɾจԽͷෳֶ޻ॴɺ಄೴Խηϯλʔɺαϯϝοηɺ߳઒େֶڀ
Ϋʯͷॾࢪઃ͕੔උ͞Ε͍ͯΔɻฏ੒ 1�೥ʹɺ๺෦ͷࠃಓ দ中央ΠϯλʔνΣߴ଎ಓ࿏Λͭͳ͙ߴদ౦ಓ࿏ͱߴ߸11
ϯδ͕׬੒͠ɺ๺෦͸ࠃಓ ਪਐ͞ΕɺϚϯγϣϯɾॅ୐ͷ଄੒͕͕ۀࣄըܭࢢদ౦ಓ࿏Λ͸͡ΊɺͦΕʹ൐͏౎ߴ߸11
ਐΈߴɺ দͷϕουλ΢ϯͱͯ͠ٸ଎ͳൃలΛΈ͍ͤͯΔɻޙࠓ·͢·͢౎ܭࢢը͕ਐΊΒΕɺ̎ ೥ޙʹ͸ɺࣇಐ਺͕1
000
໊Λ௒͑Δݟ௨͠Ͱ͋Δɻ
ฏ੒ 28೥౓ʹ࣮߳ͨ͠ࢪ઒ֶݝशঢ়گௐࠪͷ࣭໰ࢴௐࠪʹ͓͍ͯɺʮকདྷ͖͍͕ͭͨ͋ࣄ࢓Δʯͱ౴͑ͨຊࣇߍಐͷׂ
߹͸ݝฏۉʹൺ΂ͯ௿͍ɻকདྷͷເʹ͔ࣗͯͬ޲෼ࣗ਎Λຏ͖ɺߴΊͳ͕Βࣗ਎ͷՄೳੑΛ広͍͛ͯ͘͜ͱ͸ɺ͜Ε͔Β
ͷ༧ଌͰ͖ͳ͍ະདྷʹੜ͖ΔࢠͲ΋ͨͪʹ͸͔ܽͤͳ͍ྗͷͻͱͭͰ͋Γɺ͜ ͷ࣮ଶ͸ɺຊߍͷେ͖ͳ՝୊ͩͱ͍ͯ͑ߟΔɻ
ຊߍͷ࣮ଶͱ͜Ε͔ΒࢠͲ΋͕ܴͨͪ͑ΔະདྷΛ౿·͑ɺࢠͲ΋ͨͪʹ໌Δ͍কདྷ΁ਐΈग़͢ݪಈྗΛɺ金મڭҭΛ௨
ͯ͠ҭΈ͍ͨͱͨ͑ߟɻ

２．実践の内容

ʢ̍ʣڀݚओ୊ʹ͍ͭͯ
ᶃຊߍͰͶΒ͏金મڭҭ
ຊߍͰ͸ɺ金મڭҭΛʰະདྷΛΑΓΑ͘ੜ͖ΔྗΛҭΉڭҭʱͰ͋ΔͱͱΒ͑ɺ୯ʹ金મ͕ؔΘΔֶश಺༰ʹͱͲ·Βͣɺ
෺Λେ੾ʹ͢Δ͜ͱ΍ଞऀΛେ੾ʹ͢Δ͜ͱɺࣗ෼ͷকདྷʹ͍ͭͯͭݟΊΔ͜ͱ΋金મڭҭͷͻͱͭͰ͋Δͱ͍ͯ͑ߟΔɻ
খֶߍஈ֊ͷࢠͲ΋ͨͪʹͱͬͯɺಛʹΩϟϦΞڭҭʹؔΘΔֶश಺༰͸ɺΑΓΑ͘ੜ͖ΔͨΊͷૉ஍ͮ͘Γʹͭͳ͕Γɺ
ͦΕ͸໌Δ͍ະདྷʹͨ͏͔޲ΊͷݪಈྗʹͳΔͱ͍ͯ͑ߟΔɻֶ֤೥ͷൃୡஈ֊΍ֶश಺༰ʹԠͯ͡ɺࢠͲ΋͕ͨͪ෯広
͍ମݧΛͨ͠ΓɺֶΜͩΓ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖ΔΑ͏ʹɺΧϦΩϡϥϜϚωδϝϯτͷඞཁ͕͋Δɻ

ᶄतͮ͘ۀΓʹ͚ͯ޲
ຊߍͷͶΒ͏ྗΛࢠͲ΋ͨͪʹҭΉͨΊʹɺֶश಺༰ΛͲͷΑ͏ʹల։͍͔ͯ͘͠ʹ͍ͭͯ͸ɺ資料１Ͱड़΂Δݱ৬ڭҭ

ຊͱ͢ΔɻجͲ΋ओମͷֶशͮ͘ΓΛࢠɺ͖ͮجʹըܭ
ͦͷͨΊʹɺຖ࣌ؒͷֶश಺༰ʹର͢ΔඞཁײΛੜΈग़͢ಋೖͷࡏΓํɺֶश՝୊Λ͑ߟΔɻ·ͨɺࢠͲ΋Ͳ͏͕ؔ͠
ΘΓ߹͍ɺओମతʹ՝୊ΛղܾͰ͖ΔֶशܗଶΛɺࢠͲ΋ͷ࣮ଶʹԠͯ͡ઃఆ͢Δɻͦͯ͠ɺֶͼͷ࿈ଓੑΛੜΈग़ͨ͢
ΊʹϦϑϨΫγϣϯʢৼΓฦΓʣͷ࣌ؒΛॆ෼ʹ֬อ͢Δɻ
Ҏ্ͷΑ͏ͳतͮ͘ۀΓͷࢹ఺Λجຊͱ͠ɺ೔ʑͷֶशΛల։͍ͯ͘͜͠ͱͰɺࢠͲ΋ֶ͕ͨͪशΛ௨ͯࣗ͠ΒͷՄೳੑ

Λ広͍͛ͯ͘͜ͱ͕Ͱ͖ΔΑ͏ʹͨ͠ɻ

ʢ̎ʣڀݚͷํੑ޲
資料２Ͱड़΂ΔΩϟϦΞܭըʹ͍ͯͮجɺࢠͲ΋ͨͪʹ໌Δ͍কདྷ΁ਐΈग़͢ݪಈྗΛɺ金મڭҭΛ௨ͯ͠ҎԼͷΑ͏

ʹҭ੒͢Δ͜ͱͱͨ͠ɻڭՊࢦಋ͚ͩͰ͸ͳ͘ɺಓಙڭҭ΍ಛผ׆ಈɺ૯߹తͳֶशͷ࣌ؒͳͲɺֶ ಈΛΩϟ׆ҭશମͷڭߍ
ϦΞڭҭͷ؍఺͔Β෼ੳɾࡐڭԽ͠ɺܧଓతͳ࣮ફΛ໨͢ࢦɻҎԼʹड़΂ΔΑ͏ͳֶशΛ௨ͯ͠ɺ࠷ऴతʹࣗݾͷকདྷͷ
௚͠ɺ࣮ફͰ͖ΔΑ͏ʹ͍ͯ͘͠ɻݟͲ΋ࣗ਎͕ࢠΓํʹ͍ͭͯɺࡏ
ᶃ΋ͷͱ͓金
΋ͷ΍͓金ͷՁ஋ͱ͍͏ଆ໘͔ΒɺࢠͲ΋ͨͪͷະདྷΛΑΓΑ͘ੜ͖ΔྗΛҭΉɻങ͍෺Λ͢Δֶश׆ಈ͚ͩͰ͸ͳ͘ɺ

ࣗ෼ͨͪͷ਎ͷճΓͷ΋ͷʹண໨͠ɺଟ͘ͷίετ΍༷ʑͳਓͷ૝͍͕ͭ·͍ͬͯΔ͜ͱʹؾ෇ֶ͍͍ͯ͘शʹ΋औΓ૊Μ
Ͱ͍͘ɻࢠͲ΋ͨͪͷࢹ໺Λ広͛ɺࢠͲ΋͕ͨͪ΋ͷ΍͓金ʹର͢ΔՁ஋؍Λݟ௚͠ɺΑΓΑ͍΋ͷʹ͍ͯ͘͜͠ͱΛͶΒ
͏ɻʢ資料３ɹୈֶ̑೥ɹՈఉՊɹʮ৯΂ͯؾݩʂ͝൧ͱΈͦोʯͱʮΊͦ͟͏ങ͍෺໊ਓʯʹΑΔετʔϦʔੑͷ͋Δ୊ࡐ
഑ྻͷ޻෉ʣ
ᶄँײ
पғͷਓʹର͢Δँײͷͪ࣋ؾΛ΋ͭ͜ͱ͔ΒɺࢠͲ΋ͨͪͷະདྷΛΑΓΑ͘ੜ͖ΔྗΛҭΉɻࣾ会͸༷ʑͳ͔ࣄ࢓Β੒
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ཱ͓ͯ͠Γɺશͯͷਓ͕͑ࢧ߹͍ɺ͠ྗڠ߹ͬͯੜ͍ͯ͠׆Δ͜ͱʹؾ෇͘͜ͱͷͰ͖ΔΑ͏ͳֶश׆ಈΛܭըɾ࣮ફͯ͠
͍͘ɻࣗ෼ͷ਎ͷճΓͷࣄ৅ʹରͯؔ͠৺Λ΋ͪɺ΋ͷ΍͓金ɺͻ͍ͯ͸ਓΛେ੾ʹ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖ΔΑ͏ʹͳΔ͜ͱΛͶ
Β͏ɻʢୈֶ̐೥ɹࣾ会Պʮਫ͸Ͳ͔͜Βʯʣ
ᶅۈ࿑
ઃࢪۀ໛ͳ঎نઃ΍େࢪڀݚ͸ɺ۠ߍͲ΋͕ͨͪະདྷΛΑΓΑ͘ੜ͖ΔྗΛҭΉɻຊࢠ෇͘͜ͱ͔Βɺؾʹ࿑ͷଚ͞ۈ

͕ଟ਺͋Δ͜ͱΛ͔͠׆ɺࢠͲ΋ͨͪʹࣗ෼ͨͪͷΑΓΑ͍ੜ׆͸ɺଟ͘ͷਓͷಇ͖ʹΑͬͯ੒ཱ͍ͯ͠Δ͜ͱΛֶशͤ͞
͍ͯ͘ɻࣾ会Λߏ੒͍ͯ͠Δࣄ࢓͸ɺͦΕͧΕૉ੖Β͍͠ັྗΛ΋͍ͬͯΔ͜ͱʹؾ෇͖ɺࣗݾͷকདྷͷࡏΓํʹ͍ͭͯߟ
͑Δ͜ͱ͕Ͱ͖ΔΑ͏ʹͳΔ͜ͱΛͶΒ͏ɻʢୈֶ̏೥ɹ૯߹తͳֶशͷ࣌ؒʮେ͖͢ɹྛͷொʯʣ

３．実践を振り返って

ɹຊߍͰ͸̎೥ؒʹΘͨΓɺࢠͲ΋͕ͨͪະདྷ΁ͷҰาΛาΈग़ͨ͢ΊͷݪಈྗΛഓ͏͜ͱ͕Ͱ͖ΔΑ͏ɺڭՊ΍ྖҬΛ
໰Θͣ͋ΒΏΔڭҭ׆ಈͷ中ͰɺΩϟϦΞڭҭͷࢹ఺ʹཱͬͨ金મڭҭΛܭըɾ࣮ફ͖ͯͨ͠ɻͦ͜Ͱɺ͜Ε·Ͱͷ࣮ફ
ΛৼΓฦΓɺࢠͲ΋ͨͪʹͲͷΑ͏ͳ੒௕͕ݟΒΕͨͷ͔ʹ͍ͭͯɺΞϯέʔτ݁ՌΛ΋ͱʹ͢࡯ߟΔɻ
ʢ̍ʣ΋ͷͱ͓金
ɹୈֶ̑೥ͷࣇಐ͸ɺલ೥౓ͷֶ׆ڃಈͰɺ߳઒ݝ金融広報委員会ͷํΛࢣߨʹট͖ɺʮϋϯόʔΨʔΛ࡞Ζ͏ʯͷֶश
Λͨͬߦɻ͜ͷֶशΛ͖͔͚ͬʹɺ΋ͷ΍͓金ͷେ੾͞ΛֶͼɺΑΓΑ͍෺ͷબͼํ΍͓金ͷڵʹํ͍࢖ຯΛ΋ͪ࢝Ίͨɻ
ɹୈֶ̑೥ʹͳΔͱɺॳΊͯश͏ՈఉՊͷֶशʹڵຯɾؔ৺Λ΋ͬͯɺͲͷ୯ݩʹ΋ҙཉతʹऔΓ૊ΜͰ͖ͨɻͦͷ中Ͱ
΋ɺʮ৯΂ͯؾݩʂ͝൧ͱΈͦोʯͱʮΊͦ͟͏ങ͍෺໊ਓʯ͸ɺ୯ݩΛ৫Γަͥɺ໰୊ղܾతͳֶशΛऔΓೖΕΔ͜ͱͰɺ
࣮ફతͳଶ౓ΛҭͯΔ͜ͱ͕Ͱ͖ͨɻ࣮ੜ׆ΛΠϝʔδͯ͠ɺΈͦोʹೖΕΔ۩ࡐΛબͼɺࡐྉΛങ͏ʮങ͍෺ʯͱɺ͝
൧ͱΈͦोͷʮௐཧʯΛҰ࿈ͷྲྀΕͱֶͯ͠श͢Δ͜ͱͰɺ਎ۙͳ΋ͷͷબͼํɺങ͍ํΛࣗ෼ͷ͜ͱͱͯ͠ଊ͑ɺ࣮श
͠ɺֶͿ͜ͱ͕Ͱ͖ͨɻ
ɹ·ͨɺӫཆڭ་ͱ࿈ֶͯ͠ܞशΛల։͠ɺӫཆʹ͍ͭͯͷઐ໳తͳ஌ࣝ΍৘報Λಘͯɺ৯඼Λ૊Έ߹ΘͤͯόϥϯεΑ
͘৯΂Δ͜ͱͷඞཁੑΛֶΜͩɻͦͯ͠ɺڅ৯Ͱ৯΂͍ͯΔɺ͍Ζ͍ΖͳΈͦोΛࣔ͠ɺଟछଟ༷ͳ৯ࡐΛɺΈͦोͰ؆
୯ʹ͓͍͘͠৯΂ΒΕΔ͜ͱ΍ɺҰॹʹ৯΂߹ΘͤΔ͜ͱͰӫཆΛิ͏͜ͱ΋ɺԁάϥϑΛ֮ࢹͯݟతʹଊ͑Δ͜ͱ͕Ͱ
͖͍ͯͨɻ
ɹ͜ΕΒͷ͜ͱ͔ΒɺΞϯέʔτͷʮڅ৯͸ͣ͞࢒৯΂͍ͯ·͔͢ʁʯͱ͍͏໰͍ʹରͯ͠ɺߠఆతʹճ౴ͨ͠ࣇಐ͕ɺ
໿ 2�ˋ΋૿Ճͨ͜͠ͱ͸ɺ̎೥ؒΛ௨ͨ͠େ͖ͳ੒Ռͱ͑ݴΔɻ
ʢ̎ʣँײ
ɹୈֶ̐೥Ͱ͸ɺࣾ会Պʮਫ͸Ͳ͔͜ΒʯͷֶशͰɺੜ׆ͷ中Ͱ͏࢖ਫ͕ଟ͘ͷઌਓͷ౒ྗʹΑͬͯ҆ఆతʹ͞څڙΕͯ
͍Δ͜ͱΛֶशͨ͠ɻਫෆ଍ʹ೰Ή߳઒ݝʹॅΉͪͨࢲʹͱͬͯɺ͍͔ʹਫ͕େ੾ͳ΋ͷͰ͋Δ͔Λֶͼɺֶशͷऴ຤Ͱ
͸ɺޙࠓͷਫͱͷؔΘΓํʹ͍ͭͯɺࣗ෼ͷੜ׆ͱ݁ͼ෇͚ͯ͑ߟΔ͜ͱ͕Ͱ͖ͨɻ
ɹ͜ͷऔΓ૊ΈʹΑͬͯɺʮΈΜͳ͕͏࢖෺Λେ੾ʹ͍ͯ͠·͔͢ʁʯͱ͍͏໰͍ʹରͯ͠ɺߠఆతʹճ౴ͨ͠ࢠͲ΋͕
໿ 10ˋ૿Ճͨ͜͠ͱ͸ɺຊ࣮ફͷେ͖ͳ੒Ռͱ͑ݴΔɻ
ɹಛʹɺ୯ܭݩըͷ中ʹɺ߳઒༻ਫʹؔΘΔྺֶ࢙शΛऔΓೖΕͨ͜ͱ͸ɺࢠͲ΋ͨͪͷਫʹର͢Δ͑ߟΛਂΊΔ͜ͱ͕
Ͱ͖ͨେ͖ͳཁҼͩͱ͑ߟΒΕΔɻࠓͷ͕ͪͨࢲਫΛ͍ͭͰ΋͜͏࢖ͱ͕Ͱ͖ΔΑ͏ʹͳ͍ͬͯΔͷ͸ɺ͜Ε·Ͱͷઌਓ
ͷ౒ྗ͕Ӆ͞Ε͍ͯΔ͜ͱʹࢠͲ΋͕ͨͪؾ෇͍ͨ࣌ɺਫΛେ੾ʹ͏͓࢖ͱ͢Δ࢟੎͕ଟʑݟΒΕΔΑ͏ʹͳͬͨɻྺ࢙
ֶशͱݱ୅ͷਫಓͷ࢓૊Έͷ྆ํΛֶΜͩࢠͲ΋͔ͨͪͩΒͦ͜ɺޙࠓͷਫͱͷؔΘΓํΛ۩ମతͳϓϥϯΛ͑ߟͯ͛ڍ
Δ͜ͱ͕Ͱ͖ͨɻࢠͲ΋ͨͪͷۭؒతͳࢹ໺ͱ࣌ؒతͳࢹ໺Λ広͛Δ୯ܭݩըͷ༗༻ੑΛͨ͡ײɻ
ʢ̏ʣۈ࿑
ɹୈֶ̏೥Ͱ͸ɺ૯߹తͳֶशͷ࣌ؒʮେ͖͢ɹྛͷொʯͷֶशͷ中ͰɺͪͨࢲͷॅΉྛ۠ߍʹ͸ɺ༷ʑͳັྗ͋;ΕΔ
ΑΓศརͰշదͳ΋ͷʹͳ͍ͬͯΔ͜ͱΛֶशͨ͠ɻͦͷ͕׆ͷੜͪͨࢲΑͬͯʹܙΓɺଟ͘ͷํʑͷ౒ྗͱ஌͕͋ࣄ࢓
中Ͱɺಇ͘͜ͱͷҙٛ΍େ੾͞ʹؾ෇͘͜ͱ͕Ͱ͖ͨɻ
ɹ͜ͷऔΓ૊ΈʹΑͬͯɺʮ܎΍౰൪ͷࣄ࢓͸͖ͪΜͱ͍ͯ͠·͔͢ʁʯͱ͍͏໰͍ʹରͯ͠ɺߠఆతʹճ౴ͨ͠ࢠͲ΋
͕ 11ˋ૿Ճͨ͜͠ͱ͸ɺຊऔΓ૊Έͷେ͖ͳ੒Ռͱ͑ݴΔɻ
ɹ͜ͷ݁ՌΛੜΈग़ͨ͠େ͖ͳཁҼ͸ɺྛͷொͷັྗΛಇ͘ਓ΍͓٬͞ΜɺࢪઃͳͲͷ͢͹Β͠͞Λ؍఺ผʹ৭෼͚͢Δ
෇͘͜ͱ͕Ͱ͖ؾ΍૝͍ʹ΋গͣͭͪ࣋͠ؾಈʹऔΓ૊Ή͜ͱͰɺಇ͘ਓ΁ͷ׆ಈͰ͋ΔɻάϧʔϓͰ࿩͠߹͍ͳ͕Β׆
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ͨɻ͞ΒʹɺͦΕΒ͕ொͷਓͷͨΊʹ͋Δ͜ͱʹ΋ؾ෇͍ͨɻମݧతͳ׆ಈΛ௨ͯ͠ɺࢠͲ΋ͨͪ͸ɺྛͷொͷ͢͹Β͠
͞Λ͡ײɺͪͨࢲͷੜ׆Λ͑ࢧΔތʹࣄ࢓Γ΍ѪணΛ΋ͭ͜ͱ͕Ͱ͖ΔΑ͏ʹͳͬͨɻ

４．実践の成果について

ɹ্هҎ֎ʹ΋ଟ਺ͷऔΓ૊Έֶ͕֤೥Ͱ࣮ફ͞Ε͓ͯΓɺͦΕͧΕͷͶΒ͍ʹԠͯ͡ࢠͲ΋ͨͪ͸গͣͭ͠ม༰ͭ͠
ͭ͋Δɻ金મڭҭٴͼΩϟϦΞڭҭͷࢹ఺Ͱतͮ͘ۀΓΛݟ௚͠ɺ࣮ફ͢Δ͜ͱͰɺࢠͲ΋ͨͪ͸ֶྗ໘͚ͩͰͳ͘ɺ
ੜ׆ͷ中Ͱͷੜ͖ΔྗΛഓ͏͜ͱ͕Ͱ͖ͨɻࣗ෼ͨͪͷ਎ͷճΓʹ͋Δ΋ͷ΍ਓʹରͯ͠΋ɺํݟ΍͕ํ͑ߟมΘͬͯ
͖͓ͯΓɺޙࠓ΋ܧଓతʹࢦಋ͍ͯ͘͜͠ͱͰɺࢠͲ΋ͨͪʹͱͬͯະདྷ΁ͱาΈग़͢ݪಈྗΛഓ͏͜ͱ͕Ͱ͖Δͱߟ
͍͑ͯΔɻ
ɹ·ͨɺ金મڭҭͷ࣮ફʹऔΓ૊Ή中Ͱɺ୯ಠͷڭՊ͚ͩͰͳ͘ɺڭՊԣஅతͳΧϦΩϡϥϜϚωδϝϯτΛ૊Έɺ金મ
ɻͨ͡ײҭ͢Δॏཁੑ΍Ձ஋Λɺ৬員શମͰڭҭΛபʹਾ͑ͯڭ

５．これからの取り組み

ɹΞϯέʔτ݁Ռ͔Βɺຊ͕ߍͶΒ͏ະདྷ΁ͷݪಈྗͷ΋ͱͱ͑ߟΔকདྷͷເʹؔͯ͠ɺେ͖ͳม༰͸ݟΒΕͳ͔ͬͨɻ
͜ͷ݁Ռ͸ɺܧଓతͳֶशࢦಋͷඞཁੑΛ͍ࣔͯ͠ΔͱͱΒ͑Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻ
ɹֶशΛ૊ΈཱͯΔࡍʹ͸ɺͦͷ࣌ؒ͝ͱͷڭՊͷͶΒ͍͕͋ΔɻͦͷͶΒ͍΁ͷಓے͸ࢠͲ΋ͷ࣮ଶ΍ؔ৺ɾҙཉʹԠ
ͯ͡ΞϨϯδͰ͖ΔɻͦͷֶͼͷಓےΛΩϟϦΞڭҭͷ؍఺͔Β૊Έཱ͍ͯͯ͘͜ͱͰɺޙࠓ΋ܧଓతʹࢠͲ΋ͨͪͷ
ʮະདྷΛΑΓΑ͘ੜ͖ΔྗʯΛҭΜͰ͍͖͍ͨɻ
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資料１　現職教育計画

本校の研究構想　

	子どもがつくる学びの道筋	 （主体的な学びの過程の実現）	

・学ぶ意欲を高めるための課題設定の工夫

	 	 …	 話し合いたいという切実性が生まれる課題設定

・自分の考えをもつ場と時間の保障

…	 個への支援も視野に入れた指導

	子どもたちによる課題解決	 （対話的な学びの過程の実現）	

・主体的・対話的で深い学びを実現するための学習環境の構成

	 	 …	 ①	 空間に関する構成（座席配置）

② 時間に関する構成（学習活動の時間配分）

③ 人間に関する構成（グループ構成など）

・考えを出し合い、思考を深める学習展開の工夫

・主体的・対話的で深い学びの質を向上させるための板書の工夫

	子どもたちの学びに対する評価	 （深い学びの過程の実現）	

・子どもによる自己評価（ふり返り）	 …	 自分の伸びが分かる自己評価

・教師による評価（見取り）	 …	 話し合い考えたことの可視化

＜ ＞	

・自主勉強の励行

・校長による全校表彰

学校教育目標	

林を愛し、「共に学び、共に考え、共に生きる」心豊かで健康な子を育てる　

　　　	

研究主題	

自分の考えをもち、主体的に学び合う子の育成（３年次）	

～学ぶ意欲を高める授業づくりを目指して～	

主体的・対話的で深い学びの実現

＜ ＞	

・『ベーシック TAKAMATSU』の活用 
・話す・聞く力の育成（質問力）

＜マイ・スタディの時間＞	

・つまずきのある児童への個別指導（火曜日６校時）

	「はげみあい学ぶ子」「やり直す元気な子」「しんせつでやさしい子」	
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資料２　キャリア教育計画

１ 定義

一人一人の社会的・職業的自立に向け，必要な基盤となる能力や態度を育てることを通して
キャリア発達を促す教育

キャリア発達・・・社会の中で自分の役割を果たしながら自分らしい生き方を実現していく過程

２ キャリア発達における能力

䠐㡿ᇦ䠔能力 ᇶ♏ⓗ・ỗ⏝ⓗ能力䜈

人間関係 自他の理解能力 人間関係形成・社会形成能力
形成能力 コミュニケーション能力

情報活用 情報収集・認識能力 自己理解・自己管理能力
能力 職業理解能力

将来設計 役割把握・認識能力 課題対応能力
能力 計画実行能力

意ᛮ決定 選択能力 キャリアプランニング能力
能力 課題解決能力

３ 目標

・将来に夢や希望をもち，その実現に向けて努力しようとする児童を育てる。
・望ましい勤労観・職業観と主体的に進路を選択する能力や態度を育てる。
・将来の社会的自立・職業的自立の基盤となる資質・能力・態度を育てる。

４ 学年の目標

目 標 金銭・金融教育のめあて 系 統 図

①問題解決能力を高め，学
高 苦手なことや初めて経験する 習の場でものやお金の価値 外 日常生活 各教科 総

ことに失敗を恐れず取り組み， を生かすことができる。 国 合
学 そのことが集団の中で役立つ喜 ②周囲の人に感謝の気持ち 語 的

びや自分への自信につながるよ をもって接し，ものやお金 活 な
年 うにする。 を大切にすることができ 動 特別活動 道徳 学

る。 習
③勤労の尊さに気付き，進
んで働くことができる。 基礎的

①ものやお金の価値につい 日常生活 各教科 総
中 友だちのよさを認め，協力し て正しく考えることができ 合

て活動する中で，自分の持ち味 る。 的
学 や役割を自覚することができる ②身近な人々への感謝の心 な

ようにする。 をもち，ものやお金を大切 特別活動 道徳 学
年 にすることができる。 習

③働くことの大切さを知
り，協力して働くことがで 汎用的能力
きる。

日常生活 各教科
①ものやお金の大切さに気

低 自分の好きなこと，得意なこ 付くことができる。
と，できることを増やし，様々 ②身近な人々に感謝の気持

学 な活動への興味・関心を高めな ちをもつことができる。 特別活動 道徳
がら意欲と自信を持って活動で ③友だちと仲良く仕事をす

年 きるようにする。 ることができる。

今
年
度
金
銭　

金
融
教
育
を
通
し
て

࣭
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㸳 各学年の㔜Ⅼᣦᑟ 年間計画స成 ۼ 金銭・金融教育に関㐃するもの

� １ �年

教科・道徳 特別活動

４ 道徳ࠕたのしいがっこう ۼとりでできるよࠖࡦࠕࠖ 児活１ࠕ年生を㏄える会ࠖ
㸳 道徳ࠕあたらしいいのちࠖ 児活ࠕ⦪割り活動ࠖ
㸴 生活ࠕがっこうでみつけたことをࡣなそうࠖ

道徳ࢃࠕたしたちの道とくࠖۼ
㸵 国語ࠕ大きなかࠖࡪ 学活ࠕもちものをたいࡏつにࠖ

道徳ࠕ学ようࡦんのないしࡤࡻなしࠖ

㸷
1� 生活ࠕたのしいあきいっࡥいࠖ 児活ࠕ人ᶒ集会ࠖ
11 国語ࠕいࢁいࢁなࠖࡡࡩ 学活ࣞ࢝ࠕンࢲーをసࢁうࠖ
1� 生活ࡪࡌࠕんでできるよࠖۼ

道徳ࠕおてつだいࠖۼ

１ 学活ࠕ大きくなったࢃたしとࡰくࠖ
２ 生活ࠕあたらしい 1 年生といっしࡻにあそࡰうࠖ児活ࠕ㸴年生を㏦る会ࠖ

かえますかࠕᩘ⟭ かえまࡏんかࠖۼ
ۼ１㸮㸮までのかずのけいさんࠖࠕ

道徳ࡒࠕうきんがけࠖ
３ 生活ࠕもうす２ࡄ年生ࠖ

� ２ �年

教科・道徳 特別活動

４ 児活１ࠕ年生を㏄える会ࠖ
㸳 生活ࠕやさいをそだてようࠖ 児活ࠕ⦪割り活動ࠖ
㸴 生活࡝ࠕき࡝きࢃくࢃく⏫たんけんࠖۼ
㸵 生活ࠕ生きものなかよし大సࡏんࠖ

道徳ࠕおࢁࡩそうࠖࡌ
んか㸽ࠖࡏ㈙えますか㸽㈙えまࠕᩘ⟭

㸷 国語ࠕヰしたいな，とくいなことࠖ
生活ࠕうࡈく うࡈく ۼࠖࡷたしのおもちࢃ

1� 生活ࠕ෤やさいをそだてようࠖ 児活ࠕ人ᶒ集会ࠖ
11 国語ྡࠕ人をしࡻうかいしようࠖ 学活ࣞ࢝ࠕンࢲーをసࢁうࠖ
1� 国語ࠕきいてつたえようࠖ

１ 道徳ࢃࠕたしのྡまえࡣともこࠖ 学活ࠕおへそのࡦみつࠖ
２ 児活ࠕ㸴年生を㏦る会ࠖ
３ 生活ࠕあしたへࢪャンࠖࣉ

� ３ �年

教科・道徳 総合的な学習 特別活動

４ 社会ࠕ学ᰯのまࢃりࠖ ۼࠖ⏫発ぢ㸟ᯘのࠕ 児活１ࠕ年生を㏄える会ࠖ
㸳 国語ࠕ自分をしࡻうかいしようࠖ ۼ㸿㹒㹋や㖟行ࠖࠕ 児活ࠕ⦪割り活動ࠖ
㸴 ۼࠖ⟭➹き⟬のࡦたし⟬とࠕᩘ⟭
㸵 ۼ一൨までのᩘࠖࠕ 大すきࠕ ᯘの⏫ࠖ

㸷 社会ࠕᗑでࡣたらくࡦとࠖۼ
1� 社会ࠕᕤ場㸦㎰ᐙ㸧のしࡈとࠖۼ
11 国語ࡣࠕたらく≟についてしら࡭ようࠖࣞ࢝ࠕンࢲーをసࢁうࠖ 児活ࠕ人ᶒ集会ࠖ
1�

１ 国語ࢃࠕたしたちの⏫をしࡻうかいし
ようࠖ

２ 社会ࠕかࢃってきた人々のくらしࠖ ࠖ⏫ᮍ来にのびるᯘのࠕ 児活ࠕ㸴年生を㏦る会ࠖ
３ 社会ࠕのこしたいもの，つたえたいものࠖۼ
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� ４ �年

教科・道徳 総合的な学習 特別活動

４ 社会ࠕくらしをᏲるࠖ 児活１ࠕ年生を㏄える会ࠖ
国語ࠕこࢃれた༓のᴦჾࠖ

㸳 ࠖ⏫いᯘのࡥやさしさいっࠕ 児活ࠕ⦪割り活動ࠖ
㸴
㸵 国語ࢃࠕたしの考えたことࠖ ようࠖࡆやさしさの㍯をᗈࠕ

㸷
1� うࠖࢁーをసࢲンࣞ࢝ࠕ
11 ۼࠖ⟭がいᩘとその計ࠕᩘ⟭ 児活ࠕ人ᶒ集会ࠖ
1�

１ 社会ࠕ特Ⰽあるᆅᇦと人々のくらしࠖ 自分の生き方を考えようࠖࠕ
２ 国語1ࠕ� さいのࢃたしࠖᩥ集をసࢁう
３ ۼ㸳年生ࠖࡄもうすࠕᩘ⟭ 学活㺀 1�� 成人ᘧを㛤こうࠖ

児活ࠕ㸴年生を㏦る会ࠖ

� 㸳 �年

教科・道徳 総合的な学習 特別活動

４ 外国語ࠕୡ⏺のいࢁいࢁなゝⴥであい 児活１ࠕ年生を㏄える会ࠖ
さつをしようࠖ

㸳 ᐙᗞࢃࠕがᐙにࢬー࣒࢖ンࠖۼ ۼస体験ࠖ✄ࠕ 児活ࠕ⦪割り活動ࠖ
㸴 社会ࢃࠕたしたちの国ᅵ生活と㣗ᩱ生⏘ࠖۼ 学行ࠕᐟἩ学習ࠖ

㸵 国語ࠕ立場を決めてウㄽをしようࠖ
社会ࢃࠕたしたちの生活とᕤ業生⏘ࠖۼ

㸷 ᐙᗞࠕ㣗࡭てඖ気ࡈ�㣤とみそỒࠖ
1� ᐙᗞࠕめࡊそう㈙い≀ྡ人ࠖۼ
11 ۼうࠖࢁーでお⡿を኎ࢨࣂー࢕ࢸャリࢳࠕ

1� 社会ࠕ情報໬した社会とࢃたしたちの生活ࠖۼ ۼいࠖ࡝感謝のつࠕ 児活ࠕ人ᶒ集会ࠖ
国語ࠕఏグをㄞんで感᝿ᩥを᭩こうࠖ うࠖࢁーをసࢲンࣞ࢝ࠕ

１ 理科ࠕ人のたんࡻࡌうࠖ

２ 国語ࢃࠕたしたちと࣓࢕ࢹアとの関ࢃ సを通して学んだことを✄ࠕ
３ りについて考えようࠖۼ ఏえようࠖ

児活ࠕ㸴年生を㏦る会ࠖ

� 㸴 �年

教科・道徳 総合的な学習 特別活動

４ 国語ࢸ࣎ࢧࠕンのⰼ・生きるࠖ 児活１ࠕ年生を㏄える会ࠖ
ᐙᗞࢃࠕたしの仕事と生活᫬間ࠖ 児活ࠕ⦪割り活動ࠖ

㸳 国語࢖ࠕーࢱࢫーᓥにࡣなࡐ᳃ᯘがないのかࠖ ようࠖ࡭外国のことをㄪࠕ

㸴 外国語ࠕできることを⤂௓しようࠖ 人ᶒ・ྠ࿴問題学習ࠖࠕ
㸵 道徳ࠕ㯤⇕⑓とのたたかいࠖ

㸷 道徳ࠕおⲔを通して知った日ᮏ人の心ࠖ
1� 国語ࠕᾏのいのちࠖۼ 学行ࠕಟ学᪑行ࠖۼ

ᐙᗞࠕまかࡏてࡡ ௒日の㣗事ࠖ うࠖࢁーをసࢲンࣞ࢝ࠕ 児活ࠕ人ᶒ集会ࠖ
11 社会ࠕ᪂しい日ᮏ，ᖹ࿴な日ᮏへࠖ
1� 社会ࠕᏊ育てᨭ᥼の㢪いを実現するᨻ἞ࠖۼ

ۼ㟈⅏᚟興の㢪いを実現するᨻ἞ࠖࠕ

１ 国語ࢵ࢙ࣇࣟࣉࠕショࣝࢼたちࠖ ࠖࢪーࢭࢵᮍ来への࣓ࠕ
２ 国語ࠕᮍ来への࣓ࢭࢵーࠖࢪを᭩こう

社会ࠕୡ⏺のᮍ来と日ᮏの役割ࠖۼ
外国語ࠕ夢ᐉゝをしようࠖ

３ 国語ྩࠕたちにఏえたいことࠖ

児活ࠕ㸴年生を㏦る会ࠖ
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キャリア教育඲体計画

めࡊす児童ീ

夢や希望をもち，自分らしい生き方を実現していく児童

育成す࡭き能力や態度㸦基礎的・汎用的能力㸧

人間関係形成・社会形成能力 自己理解・自己管理能力 課題対応能力 キャリアプランニング能力

他⪅のಶᛶを尊㔜し,自 学ࡪこと・働くことの 夢や希望をもって将来 自らの意ᚿと㈐௵でよ
ᕫのಶᛶを発᥹しながら, 意義や役割ཬびそのከ様 の生き方や生活を考え, りよい選択・決定を行う
様々な人々とコミュニケ ᛶを理解し, ᖜᗈく情報 社会の現実を㋃まえなが とともに，その過程での
ーションを図り, 協ྠ・ を活用して, 自ᕫの進路 ら, ๓向きに自ᕫの将来 課題やⴱ⸨に✚ᴟ的に取
ඹྠしてものࡈとに取り や生き方の選択に生かす。を設計する。 り組みඞ᭹する。
組ࡴ。

各教科 各学年で行っている活動 総合的な学習

一 ࠖࣝࣂ࢕ࢸࢫ࢙ࣇの⛅ࠕ
課題解決過程，協働して 年 あたらしいࠕ 1 年生とい

学ࡪ学び方➼，基ᮏ的な学 っしࡻにあそࡰうࠖ
び方を定╔さࡏる。

஧ やさいをそだてようࠖࠕ
年 たしの⏫をたんけんࢃࠕ

るさとのよさの㏣✲を活ࡩ
動目的にしながら，自ら課題
をぢつけ，解決していく学び
方を身に付けさࡏ，᪂たな自
分の生き方をぢいฟす。

しようࠖ

୕ ࠖ⏫発ぢ㸟ᯘのࠕ
自↛や⎔ቃを考えた࣎ࠕ

年 ࣛン࢕ࢸア活動ࠖ

ᅄ やさしさ発ぢࠖࠕ
道 徳 年 ࢸ自分にできる࣎ࣛンࠕ 特別活動

ア活動㸦⚟♴㸧ࠖ࢕

ᛮいやりや感謝の心，自 ஬ స体験ࠖ✄ࠕ 自発的自἞的な集団活動を
らをᚊしつつ自ᕫ向ୖの⢭ 年 ーでࢨࣂー࢕ࢸャリࢳࠕ ᒎ㛤さࡏながら，自主的・実
⚄をもつ。 もち⡿㈍኎ࠖ ㊶態度や人とかかࢃる力を育

いࠖ࡝感謝のつࠕ 成する。

භ ようࠖ࡭外国のことをㄪࠕ
年 ーでࢨࣂー࢕ࢸャリࢳࠕ

ເ金活動ࠖ
けてࠖࡴ将来の夢にࠕ

今年度 金銭・金融教育を通して育てたい児童像

・ものやお金の価値を知り，೺඲な金銭感覚を身につけたᏊ。
・感謝する心をもち，ものやお金を大切にするᏊ。
・勤労の尊さを知り，自ら進んでΎᤲや係活動に取り組ࡴᏊ。
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資料３　指導計画書

第５学年　家庭科学習指導案

１　日時  �����ฏ੒ 2� ೥݄̕ 28೔ʢ໦ʣ

２　単元名ɹ���ʮ৯΂ͯؾݩʂ͝൧ͱΈͦोʯʮΊͦ͟͏ങ͍෺໊ਓʯ

３　主張点 ��
ʢ̍ʣ࣮ફతɾମݧతͳ׆ಈͷ޻෉
ɹՈఉͰͯͬ࡞Έ͍ͨͱ͍͏ҙཉΛ΋ͪɺ࣮ੜ׆΁ͭͳ͛ΒΕΔΑ͏ʹɺ֤Ոఉͷ৯ͷ͍ئʹͦͬͨςʔϚΛݟ෇͚ɺӫ
ཆڭ་ͷ࿩΍ࢼ৯͔ΒΈͦोͷ࣮Λۛຯ͢Δ͜ͱͰɺΑΓ۩ମతͳௐཧ࣮शͷܭըΛཱͯΔ͜ͱ͕Ͱ͖ΔͩΖ͏ɻ

ʢ̎ʣετʔϦʔੑͷ͋Δ୊ࡐ഑ྻͷ޻෉����������
ɹௐཧͱങ͍෺Λ୯ಠͰ͑ߟΔͷͰ͸ͳ͘ɺʮ৯΂ͯؾݩʂ͝൧ͱΈͦोʯͱʮΊͦ͟͏ങ͍෺໊ਓʯͷ୯ݩΛ৫Γަͥ
ͳ͕Βɺ໰୊ղܾతͳֶशΛऔΓೖΕΔɻ࣮ੜ׆ΛΠϝʔδͯ͠ɺങ͍෺Λ͠ɺௐཧΛ͢Δ͜ͱΛҰ࿈ͷྲྀΕͱֶͯ͠श
͢Δ͜ͱͰɺΑΓΑ͍Ոఉੜۃੵ͍ͯͭʹ׆తʹ͑ߟɺ࣮ફతͳଶ౓ΛҭͯΔ͜ͱ͕Ͱ͖ΔͩΖ͏ɻ

４　単元について
ɹຊ୯ݩ͸ֶशࢦಋཁྖͷ໨ඪʢ̍ʣʮҥ৯ॅͷՈ଒ͷੜ׆ͳͲʹؔ͢Δ࣮ફతɾମݧతͳ׆ಈΛ௨ͯ͠ɺࣗ෼ͷ੒௕Λ
֮ࣗ͢Δͱͱ΋ʹɺՈఉੜ׆΁ͷؔ৺ΛߴΊɺͦͷେ੾͞ʹؾ෇͘Α͏ʹ͢ΔɻʯΛड͚ɺ಺༰̗ʮ೔ৗͷ৯ࣄͱௐཧͷ
ըΛཱͯΔ͜ͱɻʯΛऔΓѻ͏ɻ·ͨɺʢ̎ʣܭɺௐཧͯ͑ߟྉͷ෼ྔ΍खॱΛࡐʯʢ̏ʣΞʮௐཧʹؔ৺Λ΋ͪɺඞཁͳૅج
Πʮ৯඼ͷӫཆతͳಛ௃Λ஌Γɺ৯඼Λ૊Έ߹ΘͤͯͱΔඞཁ͕͋Δ͜ͱ͕෼͔Δ͜ͱɻʯ΋ɺӫཆڭ་ͱͱ΋ʹ 5ɾ5
ͰֶशΛਐΊΔ͜ͱͰɺֶ श಺༰ΛਂΊ͍ͯ͘ɻ߹Θͤͯɺ಺༰̙ʮ਎ۙͳফඅੜ׆ͱڥ؀ʯʢ̍ʣΠʮ਎ۙͳ෺ͷબͼํɺ
ങ͍ํΛ͑ߟɺద੾ʹߪೖͰ͖Δ͜ͱɻʯΛؔ࿈ͤͯ͞ɺֶशΛల։͢Δɻ
��ຊ୯ݩͰ͸ɺ͝൧ͱΈͦोͷௐཧ͕Ͱ͖Δ͜ͱͱ߹Θͤɺ਎ۙͳ෺ͷબͼํɺങ͍ํΛ͑ߟɺద੾ʹߪೖͰ͖Δ͜ͱΛ
ͶΒ͍ͱ͍ͯ͠Δɻ
ɹݱ୅ࣾ会ʹ͓͍ͯɺΠϯελϯτ৯඼΍૯ࡊͳͲɺखܰʹͱΕΔ৯ࣄΛ͍ͯ͠ΔՈఉ΋ଟ͍中ɺ͝൧ͱΈͦोͷௐཧʹ
ֶ͍ͭͯश͢Δ͜ͱ͸ɺͱͯ΋ॏཁͳ͜ͱͰ͋Δɻ͝൧ͱΈͦो͸ɺզ͕ࠃͷ఻౷తͳ೔ৗ৯Ͱ͋Γɺࣇಐʹͱͬͯ਎ۙ
ͳཱݙͰɺڵຯΛ΋ͪ΍͍͢ɻڅ৯Ͱ৯΂ͨΓɺՈఉͰ΋೔ৗతʹ৯΂ͨΓ͢Δ͜ͱͷଟ͍Έͦोͷɺ࡞Γํ΍ӫཆతͳ
Α͞ʹ͍ͭͯɺ࠶ೝࣝ͢Δ͜ͱ͸େมҙٛਂ͍ɻকདྷࣗ෼Ͱ৯ࣄΛ४උ͠ɺௐཧ͢Δཱ৔ʹͳͬͨ࣌ʹඞཁෆՄܽͰ͋Γɺ
΋ɺ৯΂෺ΛόϥϯࡏݱΛ༻ҙͯ͠΋Β͍ͬͯΔࣄɻ৯ͨ͑ߟՈఉͰऔΓೖΕ͍ͯ͜͏ͱ͢Δɺ࣮ફతଶ౓͕ҭͭͱޙࠓ
εΑ͘৯΂Δ͜ͱͷେ੾͞Λཧղ͢Δ͜ͱ͸ɺ݈߁ͳੜ׆ΛૹΓɺ৺਎Λ݈શʹ੒௕ͤ͞ΔͨΊʹɺඇৗʹॏཁͳ͜ͱͰ
͋ΔɻҰ৯ͷ৯ࣄʹΈͦोΛՃ͑Δ͜ͱʹΑͬͯɺෆ଍͕ͪ͠ͳӫཆૉΛؚΉ৯඼ΛɺΈͦोͷ࣮ͱͯ͠औΓೖΕΔ͜ͱ
ͰɺඞཁͳӫཆૉΛΑΓଟ͘ɺखܰʹऔΓೖΕΔ͜ͱ΋ֶ΂Δɻ
会͸ɺ෺͕͋;Εɺ͓ࣾ͘רಐΛऔΓࣇ�� 金Λग़ͤ͹ԿͰ΋खʹೖΓɺߪೖʹ໎ͬͨΓզຫͨ͠Γ͢Δ͜ͱ͕গͳ͍ɻ·ͨɺ
ҰਓͰങ͍෺Λ͢Δ͕ݧܦগͳ͘ɺ਌ͱҰॹʹങ͍෺Λ͍ͯͯ͠΋ɺ޷Έ΍Ձ֨ͷΈͰબͿ޲܏ʹ͋Δɻͦ͜Ͱɺ෺Λߪ
ೖ͢Δࡍɺܭըతʹ͓金Λ͜͏࢖ͱɺඞཁͳ৘報ΛूΊͯ൑அ͢Δ͜ͱͳͲΛֶͿ͜ͱ͕ɺ೔ৗੜ׆ͰΑΓΑ͍ফඅऀʹ
ͳΔͱͨ͑ߟɻ
ɹຊ୯ݩͰɺௐཧ͢Δ͜ͱͱ߹Θͤͯɺ਎ۙͳ෺ͷબͼํɺങ͍ํΛֶͿ͜ͱ͸ɺΑΓΑ͍Ոఉੜ׆ΛૹΔ্Ͱॏཁͳ͜
ͱͰ͋Δɻങ͍෺Λͯ͠ɺௐཧΛ͢Δͱ͍͏Ұ࿈ͷྲྀΕΛ͢ݧܦΔ͜ͱͰɺࣗ෼ࣗ਎ͷࡏݱͱকདྷʹΘͨͬͯɺՈఉੜ׆
ɺ࣮ફతͳଶ౓ΛҭͯΔ͜ͱ͕Ͱ͖ΔͩΖ͏ɻ͑ߟʹతۃੵ͍ͯͭʹ

５　児童の実態（男子 17 名、女子 18 名、計 35 名）
ɹ̑೥ੜʹͳͬͯॳΊͯश͏ՈఉՊͷतڵʹۀຯɾؔ৺͸͘ߴɺͲͷ୯ݩʹ΋ҙཉతʹऔΓ૊Ήࣇಐ͕ଟ͍ɻ͔͠͠ɺࣇ
ಐͷੜ͕ݧܦ׆๡͍ͨ͠Ίɺੜ׆ͱͭͳ͍Ͱ͑ߟΒΕͳ͔ͬͨΓɺ͏ࢥΑ͏ʹਐ·ͳ͔ͬͨΓͯ͠ɺशಘ·Ͱͷ͕͔࣌ؒ
͔͍ͬͯΔɻ͔͠͠ɺͦΕ͚ͩɺͰ͖ΔΑ͏ʹͳͬͨ࣌ͷتͼ͸େ͖͘ɺͰ͖ΔΑ͏ʹͳͬͨ͜ͱΛ೔ৗੜ׆ͷ中Ͱੜ͔
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ͯ͠Έ͍ͨͱ͍͏ҙཉ΁ͱͭͳ͕ΔͱࢥΘΕΔɻ
ɹࣇಐ͸࣮ੜ׆Ͱɺ͋ ·Γਂͣ͑͘ߟʹ෺Λߪೖͨ͠Γɺ༩͑ΒΕͨ΋ͷΛ৯΂ͨΓͨͬ࢖Γ͍ͯ͠Δ͜ͱ͕ଟ͍ɻࠓճɺ
Έͦोͷ࣮Λબ୒͢Δػ会Λ΋ͪɺͩ͜ΘΓͷ͋ΔΦϦδφϧΈͦोΛௐཧ͢Δ͜ͱʹΑͬͯɺࣗ෼ͨͪͰબ୒͢Δ͜ͱ
ͷ੹೚΍ɺങ͍෺ͱௐཧ͢ΔҰ࿈ͷྲྀΕΛҙࣝͨ͠ফඅऀͱͯ͠ɺֶश͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖ΔͩΖ͏ɻ

Ξϯέʔτ݁ՌʹΑΔͱɺʮΈͦोΛͲΕ͙Β͍ͷස౓Ͱ৯΂͍ͯΔ͔ʯͱ͍͏໰͍ʹɺ1�ਓ͕̍िؒʹ̍ɾ̎ճͱ
΋ଟ͘ɺ͍࣍Ͱ࠷ 11ਓ͕̍िؒʹ̏ʙ̒೔ͱ͍͏݁Ռͩͬͨɻேɾனɾ൩Ͱओ৯͕͝൧ͱ౴͑ͨͷ͕൩͝൧ 100ˋ
ͱଟ͘ɺே͝൧͸ �0ˋɺன͕ �1ˋͱͳ͍ͬͯΔɻҎ্ͷ݁Ռ͔Βɺ൩͝൧ʹ͝൧Λओ৯ͱ͠ɺΈͦो΋̍िؒʹ ɾ̍
̎ճ͸৯΂͍ͯΔՈఉ͕ଟ͍͜ͱ͕෼͔ͬͨɻ
ɹΈͦोʹೖΕΔ࣮ͷछྨ͸ɺᶃͱ͏;ʢ2�ਓʣᶄΘ͔Ίʢ2�ਓʣᶅͶ ʢ͗1� ਓʣᶆͨ·Ͷ ʢ͗12 ਓʣᶇ༉༲ ʢ͛10
ਓʣᶈେࠜʢ̒ਓʣʜʜʢෳ਺ճ౴ʣͱ͍͏݁ՌͰ͋ͬͨɻΈͦ͸߹ΘͤΈ͕ͦ 2�ਓɺͩ͠͸ɺᰒཻͩ ɾͩ͠ ͠ύο
Ϋ͕ 18ਓͳͲͱଟ͘ɺ͍Γͩ͜͠Ͱͱ͍ͬͯΔͷ͸ 11ਓͰ͋ͬͨɻ͜ΕΒͷ݁Ռ͔Βɺ֤ՈఉͰɺΈͦो͸൩͝
൧ͷ෭ࡊͷҰͭͱͯ͠ɺجຊతͳ࣮ΛೖΕͨ΋ͷͰɺखܰʹ࡞ΕΔᰒཻͩ͠ɾͩ͠ύοΫ͕ଟ͍͜ͱ͕෼͔ͬͨɻ
��ങ͍෺ݧܦΛਘͶͨͱ͜ΖɺҰਓͰങ͍෺Λͨ͜͠ͱͷ͋Δࣇಐ͸ 10ਓɻͦΕʹରͯ͠ɺ΄ͱΜͲͳ͍ͱ͍͏ͷ
͕ 2�ਓͱେ൒Λ઎Ίɺଟ͕͘Ո଒ͱҰॹʹ৯ࣄͷങ͍෺ʹ͍ͯͬߦΔͱ͍͏݁Ռ͕ग़ͨɻങ͍෺Λ͢Δͱ͖ʹɺؾ
Λ෇͚͍ͯΔ͜ͱ͸ɺᶃ஋ஈʢ2�ਓʣɺᶄྔʢ̕ਓʣᶄ඼࣭ʢ̕ਓʣɺᶆ࢈஍ʢ̔ਓʣɺᶇύοέʔδʢ̓ਓʣͱ͍͏
ॱʹଟ͔ͬͨʢෳ਺ճ౴ʣɻͦΕҎ֎ʹ΋ɺ৆ຯݶظ΍ఴՃ෺ͱ͍ͬͨ͜ͱʹ΋ؾΛ഑͍ͬͯΔՈఉ΋͋ͬͨɻ൩͝
൧ͷϝχϡʔΛܾΊΔͱ͖ʹ͸ɺͦͷ೔ͷؾ෼ͰબͿʢ1�ਓʣͱ͍͏ͷ͕ଟ͘ɺ中ʹ͸قઅ΍०Λ͍ͯ͑ߟΔͱ͍
͏Ոఉ΋͋ΔɻอऀޢͱҰॹʹങ͍෺ʹ͍ͯͬߦΔࣇಐ͕ଟ͘ɺ਌ͷങ͍෺ͷ͔ํ࢓ΒֶΜͩΓɺՈఉͷࠨʹ͑ߟӈ
͞ΕΔ͜ͱ͕େ͖͍͜ͱ͕෼͔ͬͨɻ

６　主張点に迫るための工夫について
ʢ̍ʣ࣮ફతɾମݧతͳ׆ಈͷ޻෉
ɹૅجతɾجຊతͳ஌ࣝͱٕೳΛ࣮֬ʹ਎ʹ෇͚ɺ࣮ੜ׆ʹԠ༻͢Δ͜ͱͷͰ͖ΔྗΛҭͯΔͨΊɺ࣮ફతɾମݧతͳ׆
ಈΛ޻෉ͯ͠૊ΈࠐΜͰ͍͘ɻຊ୯ݩͷ׆ಈͷ中Ͱ͸ɺΈͦोͷ࡞ΓํͰɺͩ͠ͷҿΈൺ΂Λͨ͠Γɺͩ͠ΛʮͱΔલʯ
ͱʮͱͬͨޙʯͷࣽ͠ׯ΍ΈͦΛ৯΂ൺ΂ͨΓ͢ΔͳͲɺൺֱݕ౼͢ΔମݧΛೖΕΔɻ·ͨɺզ͕ՈͷΈͦोௐ΂Λͨ͠
ΓɺΈͦΛͨͬ࢖ྉཧΛௐ΂ͨΓͯ͠Έͦोʹର͢ΔڵຯΛ΋ͯΔΑ͏ʹ͢Δɻ
ɹຊ࣌Ͱ͸ɺʮΦϦδφϧΈͦोΛ࡞Ζ͏ʯͱ͍͏՝୊ʹ͍ͭͯɺͲͷΑ͏ͳ͍ࢥ΍؍఺Λॏ͢ࢹΔ͔ʹΑͬͯɺΈͦो
ͷ࣮ͱͯ͠ɺબͿ঎඼͕มΘͬͯ͘Δ͜ͱΛ࣮ײɾମ͢ײΔ৔Λઃఆ͢Δɻ
ɹ֤ՈఉʹΑͬͯɺ৯ʹରͯ͠ॏཁ͢ࢹΔ͜ͱ͸ݸʑʹҧ͏ɻ·ͨɺՈ଒ߏ੒ɺՈ଒ͷ͍ئɺ޷Έ΋ҟͳΔ͕ɺΑΓ͍ۙ
ΔɻͦͷςʔϚʹͦͬͯΈͦ͑ߟ௨ͷςʔϚΛڞΔ࡞ಐͰάϧʔϓΛ૊ΈɺΈͦोΛࣇΛೖΕ͍ͨࡐ΍ಉ͡Α͏ͳ৯͍ئ
ोͷ࣮Λબ୒͢Δ中Ͱɺࡐྉ͸Ձ֨ɺྔɺӫཆɺ඼࣭ɺ৯඼ͷಛ௃ͳͲɺࠓ·Ͱʹֶशͨ͜͠ͱͱͭͳ͍Ͱબ୒͢Δඞཁ
෇͔ͤΔɻؾʹੑ
ɹӫཆڭ་ͱ 5ɾ5ͰֶशΛల։͢Δ中Ͱɺӫཆ໘ͷࢦಋ΍৯΂ൺ΂ͷମݧ΋৫ΓަͥɺΑΓ͓͍͍͠ΦϦδφϧΈͦो
ͷ࣮ʹ͍ͭͯͤ͑͞ߟΔɻӫཆڭ་͔Βɺӫཆʹ͍ͭͯͷઐ໳తͳ஌ࣝ΍৘報ΛಘΔ͜ͱ͕Ͱ͖ɺ৯඼Λ૊Έ߹Θͤͯ৯
΂Δ͜ͱͷඞཁੑΛֶͿɻྫ͑͹ɺڅ৯Ͱ৯΂͍ͯΔ͍Ζ͍ΖͳΈͦोΛࣔ͠ɺଟछଟ༷ͳ৯ࡐΛ؆୯ʹ͓͍͘͠৯΂Β
ΕΔ͜ͱ΍ɺҰॹʹ৯΂߹ΘͤΔ͜ͱͰӫཆΛิ͍߹͏͜ͱʹ΋ԁάϥϑΛ׆༻͠ɺ֮ࢹతʹؾ෇͔ͤΔɻͦ͏͢Δ͜ͱ
ͰɺΈͦोΛҰ৯ͷ৯ࣄʹ෇͚Ճ͑ΔΑ͞΍ɺΈͦोͷ࣮Λ޻෉͍ͯ͘͠େ੾͞΋࣮͢ײΔ͜ͱ͕Ͱ͖ΔͩΖ͏ɻ
ɹجຊͷ৯ࡐʢ͍ͩ͜Μɾ༉༲͛ɾͶ͗ʣ͸࣮ΛೖΕΔॱংΛֶͿͨΊʹ΋ɺࢼ৯ͷΈͦोͷ中ʹ΋ೖΕ͓ͯ͘ɻͦ͜΁ɺ
͓͢͢Ίͷ৯ࡐΛೖΕΔ͜ͱͰɺΑΓΑ͍৯΂߹Θͤͷ෺Λݟ෇͚ΒΕΔͩΖ͏ɻ͓͢͢Ίͷ৯ࡐ͸ɺ֤൝ͷςʔϚʹ߹
͏Α͏ͳར఺͕ෳ਺ೖΓަͬͨ͡෺Λબ୒͓ͯ͘͠ɻͩ͠ʢ͍Γͩ͜͠ʣͷऔΓํ΍Έͦͷछྨ͸౷Ұ͠ɺ৚݅Λಉ͡ʹ
্ͨ͠Ͱɺ೔ຊਓʹ఻౷తʹ৯΂ΒΕ͖ͯͨΈͦोͷΑ͞ʹ͍͍͔ͭͯͨͤͮؾɻ
ɹ൝΍ΫϥεશମͰɺҙ͢ྲྀަݟΔ中ͰɺΑΓΑ͍Έͦोͷ࣮Λݟ෇͚ɺೲಘͷ͍͘Έͦोͷ࣮शܭըΛཱͯΔ͜ͱ͕Ͱ
͖ΔͩΖ͏ɻ࣍࣌ͷௐཧʹ͙ͭ͢ͳ͛ΒΕΔΑ͏ʹɺ۩ମతʹ࣮ΛೖΕΔॱ΍੾ΓํͳͲ΋ॻ͖ࠐΈɺͦΕΛݟͳ͕Βௐ
ཧ࣮शΛ͢Δ͜ͱͰɺࣗ৴Λ΋ͬͯऔΓ૊Ή͜ͱ͕Ͱ͖Δͱ͑ߟΔɻ
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ʢ̎ʣετʔϦʔੑͷ͋Δ୊ࡐ഑ྻͷ޻෉����������
ɹʮങ͍෺໊ਓʹͳΖ͏ʯͱͭͳ͍Ͱɺલ࣌ʹΈͦोͷ࣮ͱͯ͠΋ೖΕΒΕΔʮΘ͔ΊʯΛऔΓ্͛ɺ঎඼৘報ʢՁ ɾ֨ྔ ɾ
ύοέʔδ࢈ɾ ஍ɾ඼࣭ͳͲʣ͔Βɺ঎඼ΛબͿϙΠϯτΛֶͿɻ୯ݩͷऴ຤ʹ͸ɺʮ͓͍͍͠ΦϦδφϧΈͦोΛ࡞Ζ͏ʯ
ͱ͍͏՝୊Λάϧʔϓ͝ͱʹ΋ͭ͜ͱͰɺௐཧʹؔ৺Λ΋ͪɺඞཁͳࡐྉΛۛຯ͠ɺ෼ྔ΍खॱΛͯ͑ߟɺௐཧܭըΛཱ
ͯΔ͜ͱ͕Ͱ͖ΔͩΖ͏ɻͦ͏͢Δ͜ͱͰɺࣗ෼ͳΓʹ޻෉ͯ͠Έͦोͷ࣮ʹೖΕΑ͏ͱ͢Δ঎඼ͷ৘報Λऩू͠ɺߪೖ
͠Α͏ͱ͍͏ҙཉʹͭͳ͛ΒΕΔͩΖ͏ɻ
ɹ͝൧ͱΈͦोͷௐཧͰ͸ɺࠓ·Ͱ͕ࢣڭ৯ࡐΛબఆ͠ɺങ͍෺Λ্ͨ͠Ͱֶश͕ల։͢Δ͜ͱ͕ଟ͔͕ͬͨɺຊ୯ݩͰ
Λࣗ෼ͨͪͰબͿɻௐཧ࣮शલʹ͸ɺબఆࡐͱܾΊΒΕͨ਺ͷ৯ࢉɺςʔϚʹ߹ͬͨɺ༧͠࡯ࢹͷεʔύʔͰۙ͘ʹࡍ࣮
ͨ͠΋ͷΛ࣮ࡍʹ͓金Λࢧ෷ͬͯɺങ͍෺΋͢Δ׆ಈΛҐஔ͚ͮΔɻ਎ۙͳεʔύʔͷചΓ৔Ͱɺ঎඼௠ྻΛݟΔ͜ͱͰɺ
঎඼ͷྔ΍Ձ֨ɺ঎඼ͷ඼࣭ɺ࢈஍ɺ৆ຯݶظɺύοέʔδͷ৘報ͳͲ͋ΒΏΔ؍఺ͰબͿ͜ͱͷେ੾͞Λ࣮͢ײΔ͜ͱ
͕Ͱ͖ΔͩΖ͏ɻ൝Ͱ࿩͠߹͍Λ͠ͳ͕ΒɺΑΓ͓͍͍͠ΈͦोΛ࡞Δʹ͸ɺͲͷΑ͏ͳ৯ࡐΛ༧ࢉ಺ʹऩΊΔͷ͔ɺଟ
༷ͳํ͑ߟͷબ୒͕͋ࢶΔ͜ͱΛ஌Γɺͦͷ中ͰંΓ߹͍Λ͚ͭͳ͕ΒܾΊ͍ͯ͘͜ͱ΋ɺ͍ݡফඅऀʹͳΔͨΊͷେ੾
ͳֶशͷҰ؀ͱ͑ߟΔɻ
���������
７　単元の目標
ʢ̍ʣ೔ৗͱ͍ͬͯΔ৯ࣄɺಛʹ೔ຊͷ఻౷తͳ೔ৗ৯Ͱ͋Δถ൧ͱΈͦोʹؔ৺Λ΋ͪɺ৯ࣄͷ໾ׂΛͯ͑ߟ৯ࣄΛେ
੾ʹ͠Α͏ͱ͢Δɻʢؔ৺ɾҙཉɾଶ౓ʣ
ʢ̎ʣ˓͓͍͍͠ถ൧ٴͼΈͦोͷௐཧͷͨ͑ߟ͍ͯͭʹํ࢓Γɺࣗ෼ͳΓʹ޻෉ͨ͠Γ͍ͯ͠Δɻʢ૑ҙ޻෉ʣ

˓෺΍金મͷܭըతͳํ͍࢖ͱద੾ͳങ͍෺ʹ͍ͭͯ՝୊Λݟ෇͚ɺͦͷղܾΛ໨ͨ͑ߟͯ͠ࢦΓɺࣗ෼ͳΓʹ޻
෉ͨ͠Γ͍ͯ͠Δɻʢ૑ҙ޻෉ʣ

ʢ̏ʣ҆શ΍ӴੜʹؾΛ෇͚ͯɺ͝൧ͱΈͦोΛௐཧ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δɻʢٕೳʣ
ʢ̐ʣޒେӫཆૉͷछྨͱಇ͖΍ӫཆΛͯ͑ߟ৯ࣄΛऔΔ͜ͱͷେ੾͞΍ถ൧ٴͼΈͦोͷௐཧͷํ࢓ʹ͍ͭͯཧղͯ͠
͍Δɻʢ஌ࣝʣ
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８　単元構成・評価基準

୊ࡐ�
ʢશ10ʴ��࣌ؒʣ

࣌
ֶश׆ಈͷ�
Ί͋ͯ

ධՁن४ɾධՁํ๏

Ոఉੜ׆΁ͷؔ৺�ɾ
ҙཉɾଶ౓

ੜ׆Λ૑ҙ޻෉
͢Δೳྗ

ੜ׆ͷٕೳ
Ոఉੜ׆ʹ͍ͭͯ�
ͷ஌ࣝɾཧղ

৯΂ͯؾݩ�ʂ
͝൧ͱΈͦो

10 ຖ೔ͷ৯ࣄͷͱΓํ
ΛৼΓฦΓɺΑΓΑ
͍৯ੜ׆ΛૹΖ͏ɻ
ࣗ෼Ͱ͝൧ͱΈͦो
͕ௐཧͰ͖ΔΑ͏ʹ
ͳΖ͏ɻ

೔ৗͱͬͯ ͍Δ৯ࣄɺ
ಛʹ೔ຊͷ఻౷త
ͳ೔ৗ৯Ͱ͋Δถ൧
ͱΈͦोʹؔ৺Λ΋
ͪɺ৯ࣄͷ໾ׂΛ
ʹΛେ੾ࣄ৯ͯ͑ߟ
͠Α ͱ͏͢Δɻ

͓͍͍͠ถ൧ٴͼΈ
ͦोͷௐཧͷํ࢓ʹ
Γɺࣗͨ͑ߟ͍ͯͭ
෼ͳΓʹ޻෉ͨ͠Γ
ͯ͠ ͍Δɻ

҆શ΍ӴੜʹؾΛ෇
͚ͯɺ͝ ൧ͱΈͦो
Λௐཧ͢Δ͜ͱ͕Ͱ
͖Δɻ

େӫཆૉͷछྨͱޒ
ಇ͖΍ӫཆΛͯ͑ߟ
৯ࣄΛͱΔ͜ͱͷେ
੾͞΍ถ൧ٴͼΈͦ
ोͷௐཧͷํ࢓ʹͭ
͍ͯཧղͯ͠ ͍Δɻ

̍�ຖ೔ͷ৯ࣄΛ
ɹ ΊΑ͏ͭݟ

̍ ຖ೔ͷ৯ࣄΛৼΓฦ
ΓɺԿΛ৯΂Δ͜ͱ
͕ଟ͍͔ௐ΂Α͏ɻ
զ͕ՈͷΈͦोௐ
΂΋͠Α͏ɻ
Պॻڭ Q2�ɾ2�

೔ৗͱ͍ͬͯΔ৯ࣄ
ʹؔ৺Λ΋ͪɺ৯ࣄ
ͷ໾ׂΛͯ͑ߟ৯ࣄ
Λେ੾ʹ͠Α͏ͱ͠
͍ͯΔɻ
ʢϫʔΫγʔτʣ

̎�ͳͥ৯΂Δͷ͔
ɹ Α͏͑ߟ

̎
̏
ӫཆૉͱͦͷಇ͖Λ
஌Γɺ఻౷తͳ೔ৗ
৯Ͱ͋Δɺ͝ ൧ͱΈ
ͦोʹ͍ͭͯ஌Ζ͏ ɻ
Պॻڭ Q28ɾ2�ɾ��

೔ຊͷ఻౷తͳ೔ৗ
৯Ͱ͋Δถ൧ͱΈͦ
ोʹؔ৺Λ΋ͬͯௐ
΂͍ͯΔɻʢϊʔτʣ
ͩ͠΍Έͦʹؔ৺Λ
΋ͪ ɺௐ΂͍ͯΔɻ
ʢߦಈ࡯؍ʣ

େӫཆૉͷछྨͱޒ
ಇ͖Λ஌Γɺ৯඼Λ
૊Έ߹ΘͤΔ͜ͱͰ
ӫཆͷόϥϯε͕Α
͍৯ࣄʹͳΔ͜ͱΛ
ཧղͯ͠ ͍Δɻ
ʢϫʔΫγʔτʣ

̐ ͓͍͍͠Έͦोͷ࡞
ΓํΛௐ΂ͯܭը
ΛཱͯΑ͏ɻ
Q�2ɾ��

͓͍͍͠Έͦोͷௐ
ཧͷߟ͍ͯͭʹํ࢓
͍͑ͯΔɻ
ʢϫʔΫγʔτʣ

Ίͦ͟͏ങ͍෺
໊ਓ

̓ ෺΍͓金Λେ੾ʹ
ͯ͠ɺ͔͍͜͠ങ
͍෺͕Ͱ͖ΔΑ͏
ʹͳΖ͏ɻ

෺΍金મͷܭըత
ͳํ͍࢖ʹؔ৺Λ΋
ͪɺ෺΍金મΛେ੾
ʹ͠ɺద੾ʹങ͍෺
Λ͠Α͏ ͱ͠ ͍ͯΔɻ

෺΍金મͷܭըత
ͳํ͍࢖ͱɺద੾ͳ
ങ͍෺ʹ͍ͭͯ՝୊
Λݟ෇͚ɺͦͷղܾ
ΛΊͯͨ͑͟͠ߟΓɺ
ࣗ෼ͳΓʹ޻෉ͨ͠
Γ͠ ͍ͯΔɻ

෺΍金મͷܭըత
ͳํ͍࢖ͱɺద੾ͳ
ങ͍෺ʹؔ͢Δૅج
తɾجຊతͳٕೳΛ
਎ʹ෇͚͍ͯΔɻ

෺΍金મͷܭըత
ͳํ͍࢖ͱɺద੾ͳ
ങ͍෺ʹؔ͢Δૅج
తɾجຊతͳํ๏Λ
ཧղͯ͠ ͍Δɻ

̍�͓金ͷํ͍࢖Λ
ɹͭݟΊΑ͏

̍ ੜ׆Λ͑ࢧΔ͓金
ͷେ੾͞Λ͑ߟɺങ
͍෺ͷํ࢓Λݟ௚
ͦ͏ɻ
Q��ɾ��

ࣗ෼ͷੜ׆ͱͷؔΘ
Γ͔Βɺ෺΍金મͷ
େ੾͞ʹؾ෇͖ɺͦ
ͷํ͍࢖ʹؔ৺Λ
΋ͬͯ ͍Δɻ
ʢϫʔΫγʔτɾΞϯέʔτʣ

Γ͋Δ෺΍金મͷݶ
༗ޮͳํ͍࢖ʹ͍ͭ
ͯཧղͯ͠ ͍Δɻ
ʢϊʔτʣ

̎�ങ͍෺໊ਓʹ
ɹͳΖ͏

̎

̏

໨తʹ߹ͬͨܭը
తͳങ͍෺͕Ͱ͖
ΔΑ͏ʹͳΖ͏ɻ
ʢ̍ ʣඞཁੑ΍໨తΛ
Α͏ɻ͑ߟ
Q�8ɾ��
ʢ̎ʣ৘報ΛूΊͯɺ
ൺ΂ͯ͑ߟΑ͏ɻʢΘ
͔ΊͰ͑ߟΑ͏ɻʣ
Q�0ɾ�1

ೖ͠Α͏ͱ͢Δ෺ߪ
ͷ඼࣭΍Ձ֨ͳͲͷ
৘報Λ׆༻͠ɺ໨త
ʹ߹ͬͨ෺ͷબͼํ
΍ങ͍ํʹ͍ͭͯߟ
͍͑ͯΔɻ
ʢϫʔΫγʔτʣ

໨త΍඼࣭Λ͑ߟ
ͨ෺ͷબͼํ΍ద
੾ͳങ͍ํʹ͍ͭ
ͯཧղ͍ͯ͠Δɻ
ʢϊʔτʣ
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୊ࡐ�
ʢશ10ʴ��࣌ؒʣ

࣌
ֶश׆ಈͷ�
Ί͋ͯ

ධՁن४ɾධՁํ๏

Ոఉੜ׆΁ͷؔ৺�ɾ
ҙཉɾଶ౓

ੜ׆Λ૑ҙ޻෉
͢Δೳྗ

ੜ׆ͷٕೳ
Ոఉੜ׆ʹ͍ͭͯ�
ͷ஌ࣝɾཧղ

̏�ങ͍෺໊ਓͱ͠ ͯ
ɹ ੜ͠׆Α͏

̐

̑
̒

̓

ങ͍෺໊ਓͱͯ͠
ͲΜͳ޻෉͕Ͱ͖
Δ͔͑ߟΑ͏ɻ
Q�2ɾ��
ʢ̍ ʣΈͦोʹ߹͏࣮
Λ͑ߟɺ༧ࢉʹ͋
͏ɺങ͍෺ͷܭը
ΛཱͯΑ͏ɻ

ʢ̎ ʣεʔύʔʹͬߦ
ͯɺ஋ஈɾྔɾ࢈
஍ͳͲΛͯݟɺ৯
ΛબΜͰΈΑ͏ɻࡐ
ʢ̏ ʣ൝Ͱͨ͑ߟΦϦ
δφϧΈͦोͷ࣮
Λ঺հ͢Δύϯϑ
ϨοτΛ࡞Ζ͏ɻ

൝͝ͱʹɺંΓ߹͍
Λ෇͚ͳ͕ΒɺΈͦ
ोʹ߹͏৯ࡐʹ͍ͭ
ͯબ΅ ͱ͏͠ ͍ͯΔɻ
ʢߦಈ࡯؍ʣ

༧ࢉɺΈͦोͷऔ
Γ߹ΘͤΛͯ͑ߟɺ
ࣗ෼ͨͪͷΦϦδ
φϧΈͦोΛ͑ߟ
͍ͯΔɻ
ʢը༻ࢴʣ

ೖ͠Α͏ͱ͢Δ෺ߪ
ͷ඼࣭΍Ձ֨ɾྔͳ
ͲɺΈͦोʹ͋͏࣮
ͷऔΓ߹Θͤͷ৘報
ΛूΊɺ੔ཧ͢Δ͜
ͱ͕Ͱ͖Δɻ
ʢϝϞʣ

̎�ͳͥ৯΂Δͷ͔
ɹ Α͏͑ߟ

̑

̒
̓

̔
̕

ςʔϚʹ߹ͬͨΑ
Γ͓͍͍͠ΦϦδ
φϧΈͦोͷ࣮Λ
෇͚ɺௐཧ࣮शݟ
ͷܭըΛཱͯΑ͏ɻ

（本時）
Έͦोͷ৯ࡐΛ
εʔύʔʹങ͍ʹ
ɺΦϦδφͯͬߦ
ϧΈͦोΛͯͬ࡞
ΈΑ͏ɻ

͝൧ͷਬ͖ํΛௐ
΂ɺਬ͍ͯΈΑ͏ɻ
ਬ൧ͷ༷ࢠΛ࡯؍
͠ɺถ͔Β͝൧΁
ͷมԽͷํ࢓Λௐ
΂Α͏ɻ
Q�0ɾ�1

ֶशͨ͜͠ͱΛੜ
͔ͯ͠ɺΑΓΑ͍
ങ͍෺ͷํ࢓Λߟ
͑ͯɺങ͍෺Λ͠ɺ
ௐཧ͍ͯ͠Δɻ
ʢߦಈ࡯؍ʣ
ਬ൧ͷ༷ࢠΛ࡯؍
͠ɺมԽͷํ࢓Λ
࿥͍ͯ͠Δɻه
ʢϫʔΫγʔτʣ

ςʔϚʹ͓ͦͬͨ
͍͍͠ΦϦδφϧ
Έͦोͷ࣮Λۛຯ
͠ɺ৯ࡐʹ͋ͬͨ
੾Γํ΍࣮ΛೖΕ
ΔॱΛ͍ͯ͑ߟΔɻ
ʢϫʔΫγʔτʣ ௐཧʹඞཁͳ༻۩

౳Λ҆શͰӴੜత
ʹऔΓѻ͍ɺΈͦ
ोͷௐཧ͕Ͱ͖Δɻ
ʢߦಈ࡯؍ʣ

ਖ਼͍͠खॱͰ҆શ
΍ӴੜʹؾΛ෇͚
ͯɺถ൧ͷௐཧ͕
Ͱ͖Δɻ
ʢߦಈ࡯؍ʣ

ௐཧʹ͓͍ͯద੾
ͳࡐྉͷ੾Γํɺࣽ
Δॱ൪౳Λཧղ͠
͍ͯΔɻ
ʢߦಈ࡯؍ʣ
ʢϫʔΫγʔτʣ
ถͷચ͍ํɺਫՃݮɺ
ਁਫ࣌ؒɺՃ೤ͷ
౳ʹ͍ͭͯཧղํ࢓
ͯ͠ ͍Δɻ
ʢߦಈ࡯؍ʣ

̏�ຖ೔ͷ৯ੜ׆ʹ
ɹੜ͔ͦ͏

10 ͝൧΍Έͦोͷௐ
ཧͰ਎ʹ෇͚ͨ͜
ͱΛɺՈఉੜ׆ʹ
ੜ͔ͦ͏ɻ

਎ۙͳ෺ʢՈఉʹ͋
Δ৯ࡐʣ΍金મͷ
ܭ௚͠ɺݟΛํ͍࢖
ըతͳௐཧʹੜ͔ͦ
ͱ͏͠ ͍ͯΔɻ

ʢߦಈ࡯؍ʣ

Ո଒ͷͨΊʹɺӫཆ
όϥϯεɾ޷Έɾ஋ஈɾ
৯΂߹ΘͤͳͲΛ޻
෉ͯ͠զ͕ՈͷΦϦ
δφϧΈͦोΛ͑ߟ
͍ͯΔɻ
ʢϫʔΫγʔτʣ
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（１） ┠ ᶆ 栄養教諭のヰや試食をもとに、ࠕ家᪘のたࡵに作ってみたいみそ汁ࠖのテーマにそった実について、グループごとに考え、調理実習のィ⏬を❧てることができる。

（２） Ꮫ習ᣦᑟ㐣⛬

Ꮫ習άື ඣ❺のព識のὶれ 教ᖌのᨭ᥼とホ価

１ ⮬分たちのグループのテーマと、食材、栄養
素によって色分けされたシール、一人分の価格 我が家で作ってみたいみそ汁のテーマごとに分かれたグループで、みそ汁の実をスーパーに行って見付けてきたよ。
を☜ㄆする。

お㈈ᕸにやさしい 野⳯たっ࡫り パࢵと作れる ࣎ࣜࣗー࣒‶点 見た┠にきれいな
低価格みそ汁 ࣊ルシーみそ汁 時▷みそ汁 みそ汁 ࢝ラフルみそ汁

２⥳ۑ もやし ３⥳ۑ ⲡࢇうれ࡯ ２ࣆۑ わかࡵ 㯤３ۑ そうࢇࡵ １⥳ۑ にࢇࡌࢇ

２⥳ۑ しࡌࡵ １⥳ۑ たまねぎ ㉥２ۑ とうࡩ 㯤２ۑ 㣰入りᕵ╔ ㉥２ۑ わかࡵ
一人分ۑۑ円 一人分ۑۑ円 一人分ۑۑ円 一人分ۑۑ円 一人分ۑۑ円

テーマにྜった、よりおいしい࢜ࣜࢼࢪルみそ汁の実を見付け、調理実習のィ⏬を❧てよう。

２ どのような食材が、⮬分たちのグループのみ ・より簡単に調理できる食材があるࡔࢇな。ᮅご㣤にもよさそうࡔな。
そ汁のテーマにྜうか、給食のみそ汁やおすす ・１つ食材を変᭦することで、足りない栄養素がᡭ㍍に取ることができるよ。
。の食材について栄養教諭のヰを⪺くࡵ ・ᑡしの工夫で、見た┠の色取りや栄養ࣂラࣥスがよくなるࡔࢇね。食べてみたいな。

・㌟㏆にある（冷蔵庫の୰、乾物類など）食材を౑うと、家ではお金を౑わなくてᡭ㍍にできるな。
・選ࡔࢇ食材でよいとᛮっていたけれども、もっといࢁいࢁな食材を試してみたいな。

３ どのような食材の⤌みྜわせがおいしいとឤ ２⥳ۑ スࢱࣞ １⥳ۑ ࣕࢳ࣎࢝ ㉥１ۑ ࣋ーࣥࢥ 㯤２ۑ すいとࢇ 㯤２さつまいもۑ １⥳ۑ ࢺマࢺ
の食材ࡵおすすࠕ基本のみそ汁ࠖとࠕ、るかࡌ ・ᡭでちぎってᡭ ・⥳の⃰い野⳯が ・パࢡࢵのṧりを ・お⭡いっࡥいにな ・⛅が᪪の食材 ・見た┠にきれい。
を基本のみそ汁に加えたみそ汁 をࠖ食べ比べる。 ㍍にできる。 とれる。 ↓㥏なく౑える る。 ・Ᏻくておいし ・うま味がある。

・よくṧりが冷蔵 ・見た┠にきれい ・見た┠にきれい ・ᑠ㯏⢊とỈでᡭ㍍ い。 ・㓟味がῶって、
庫に入っている。 ・ᰂらかく⏑い。 ㉁が豊ࢡパࣥࢱ・ にできる。 ・不足しがちな ⱞᡭな人も食べ

・みそ汁についての知識を増やせるように、各地のみ
そ汁の紹介をしたり、我が家のみそ汁調べをしたり
しておく。

・テーマにそったみそ汁の実を考えられるように、前
時にスーパーに行って、グループごとに基本のみそ
汁に付け加える２種類のみそ汁の実を選択してお
く。（各グループ３００円以内）

・次時の調理実習ですぐ生かせられるように、基本の

みそ汁（１大根・２油あげ・みそ・３ねぎ）の実を

入れる順と、付け加えたい実の入れる順を書き加え

ておく。
・入れる実が五大栄養素の何に当たるのかが、視覚的
に見て分かるように、５色に色分けされたシールを
食材名の横に貼っておく。

・他の班との比較や、どの実を入れるかを吟味した後
で、どのように価格が変わったか分かるように、一
人分の金額を提示する。

・幅広い視野で食材を選べる工夫として、不足しがち
な栄養素を取ることができる食材や、家で簡単に作
れる食材を、栄養教諭が紹介する。

・給食を例に、みそ汁を一食の食事に加えることで、
様々な栄養素が豊富にとれることを視覚的に捉える
ことができるように、円グラフで示す。

・低価格で抑えるこつとして、家では冷蔵庫に入って
いる物や、長期保存が可能な乾物を利用する方法も
あることを伝える。

・テーマにそった、よりよい食材が見つかるように、
利点が複数含まれる食材を提示し、試食できるよう
準備しておく。

・何にでもྜう。 が豊富࣑ࣥࢱࣅ・ 富。 ・材ᩱ㈝がᏳい。 食物⧄⥔やࣅ やすい。 ・利点が比べやすいように、食材の五大栄養素の色シ
・食ឤがよい。 ・うま味がฟる。 ・家にある食材。 。が豊富࣑ࣥࢱ ・色の⃰い野⳯が ール、入れる順、価格を前に提示しておく。
（㸲㹼５人分ۑ円）（㸲㹼５人分ۑ円）（㸲㹼５人分ۑ円） （㸲㹼５人分ۑ円） （㸲㹼５人分ۑ円） とれる。 ・食材の食べྜわせを比べやすいように、基本の食材

（㸲㹼５人分ۑ円） （大根・油ᥭげ・ねぎ）と⡿みそ、↻ᖸしࡔしはඹ
㏻にそࢁえておく。

㸲 グループで実を見┤し、変᭦したሙྜは、理 ・変᭦前と変᭦後の価格がどれぐらい変わったか、一
⏤を加えてⓎ⾲するなど、調理実習のィ⏬を❧ もやしЍࣞࢱス ࣕࢳⲡЍ࢝࣎ࢇうれ࡯ そのままにするよ。 そうࢇࡵЍすいとࢇ にࢇࡌࢇЍࢺマࢺ 人分の್ẁにィ⟬し┤せるように、㟁༟を各グルー
てる。 ・もやしよりも食ឤ ⲡのあくࢇうれ࡯・ ・わかࡵととうࡩは 㣰入りᕵ╔Ѝさつまいも わかࡵЍ࣋ーࣥࢥ プに㓄ᕸしておく。

がよさそう。 がฟそう。 すぐにできるよ。 ・すいとࢇとさつま ・㉥色が入ってきれ ・よりよいテーマにそったみそ汁になったことを、変
スの⥳色が入ࢱࣞ・ ⲡは㧗かࢇうれ࡯・ ・乾物類は家にある いもでお⭡がいっ いࡔよ。 ᭦した理⏤を⏬用⣬に書き加え、Ⓨ⾲することで、
って見た┠にきれ った。 よ。 。いになりそうࡥ が食べたらࢺマࢺ・ ඲య஺ὶできるようにする。
い。 ࣅࡌもྠࣕࢳ࣎࢝・ ・ᡭ㛫がかからࡎ、 ・さつまいもの⏑み おいしかったよ。

・冷蔵庫によく入っ 、の௰㛫で࣑ࣥࢱ ⮬分でも入れるࡔ がおいしかった。 ・࣋ーࣥࢥが㇜汁の
ているので、家で 色もよくなった けですぐできそう ・ᑠ㯏⢊はいつでも ような味ࡔよ。
は㈙わなくてすみ よ。 ありそうࡔな。
そう。一人分ۑۑ円 一人分ۑۑ円 一人分ۑۑ円 一人分ۑۑ円 一人分ۑۑ円 ・次時の調理実習にすぐに生かせるように、ษり方➼

ձࡔいこࢇ（いちࡻうษり） ձࡔいこࢇ（いちࡻうษり） ձࡔいこࢇ（いちࡻうษり） ձࡔいこࢇ（いちࡻうษり） ձࡔいこࢇ（いちࡻうษり） の工夫など、Ẽ付いたことは書き加えていくようຓ
ղ油ᥭげ（▷෉ษり） かࡰちࡷ（いちࡻうษり） ղ油ᥭげ（▷෉ษり） すいとࢇ （ゅษり）ࢺマࢺ ゝしᮘ㛫ᣦᑟする。
しࡌࡵ（▼࡙きをとる） たまねぎ（ⷧษり） わかࡵ（そのまま） （Ỉで⦎っておく） ࣋ーࢥ （ࣥ⣽ษり） ・グループによってྠࡌ食材がฟたሙྜには、調理実
ス（ᡭでちぎる）ࢱࣞ ղ油ᥭげ（▷෉ษり） とうࡩ（ゅษり） さつまいも（いちࡻうษり） ղ油ᥭげ（▷෉ษり） 習の㝿に分けྜって౑うことで、価格が抑えられた

ղ油ᥭげ（▷෉ษり） り、食材のあまりがฟなくなったりする利点がある
みそ みそ みそ みそ みそ ことを紹介する。
ճねぎ（ᑠཱྀษり） ճねぎ（ᑠཱྀษり） ճねぎ（ᑠཱྀษり） ճねぎ（ᑠཱྀษり） ճねぎ（ᑠཱྀษり）

○評 テーマにそったみそ汁の実を吟味し、選んだ食材
の特徴を考えた、入れる順や切り方を書き込んだ調
理実習カードを書くことができたか。

テーマにそった、よりおいしい࢜ࣜࢼࢪルみそ汁の実を工夫し、調理実習のィ⏬ができたよ。
５ 次時のᏛ習άືの見㏻しをもつ。 ・⮬分たちで作ってみたいというពḧがもてるように

次時には、㈙い物に行って、調理実習に取り⤌ࡴこ
次の時㛫には、⮬分たちが選ࡔࢇみそ汁の実の材ᩱを㈙って、みそ汁を作ってみたいな。 とをண࿌する。

９　本時の学習




